
令和8年度 全国学力・学習状況調査結果を踏まえた指導改善資料２０２６ 岐阜県教育委員会

子ども主体の授業改善

学校
質問

児童・生徒
質問

差

小学校 91.4％ 80.0％ 11.4％

【児童・生徒質問（３９）】【学校質問（２６）】
課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる
「当てはまる、どちらかといえば当てはまる」と回答した割合

▲学校（教師）と児童生徒の意識の差
   約１０％

学習の中心は

子ども

支援する姿を描く

見届け、評価する

子どもが主体的に学ぶための４つの姿

自ら課題に
向かう

やってみたい！
知りたい！という
願いをもっている。

学び方を
選択する

自分に合った方法
で学びを進めてい
る。

考えを再構築
する

仲間の考えから学
び、自分の考えに
生かしている。

〇国語、英語は全国学力・学習状況調査の調査問題、質問
     紙調査から見られた課題について、指導改善を提案して
     います。
〇算数・数学は、調査問題の無回答率から見られた課題に
     ついて、 指導改善を提案しています。

国語

算数・数学

英語

質問調査

Ｒ７年度以前の
指導改善資料は
こちらから。

中学校 94.2％ 84.4％ 9.8％

※本資料のイラストは生成AI「Copilot」で作成したものを使用しています。

子ども主体の授業改善サイクル 

学びを次に
つなげる

振り返って自分の学
びを自覚し、次の学
びに生かしている。

４つの姿を視点に、主体的に学ぶ姿を具体的に描き、支援し、見届けましょう。
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